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開会挨拶

◆全体会①   「意識下の世界　～実体験から「生の情報」を取り込む～」

 昼 休 憩

◆全体会②   「もりはみている　～写真絵本の世界～」

休 憩・サイン会

◆全体会③   「伝える・伝わる　～認知科学から考える～」  

閉会

一般社団法人今井むつみ教育研究所　代表理事。慶應義塾大学　名誉教授。

日本認知科学会フェロー。Cognitive Science Society Fellow（アジア初）。

専門分野は、認知科学、特に認知言語発達科学、言語心理学。

　著書
　『ことばと思考』『学びとは何か―〈探究人〉になるために』『学力喪失―認知科学による回復への道筋』
　『言語の本質　ことばはどう生まれ、進化したか』《秋田喜美氏との共著》
　『算数文章題が解けない子どもたち』（以上 岩波書店）
　『親子で育てることば力と思考力』（筑摩書房）
　ほか多数。

講師  今井  むつみ今井  むつみ

写真家。絵本作家。1975 年京都府舞鶴市 生まれ。
幼少期から東京都世田谷区で育つ。一橋大学社会学部卒。
1999 年より、アメリカとカナダの国境付近から北極圏にかけて広がる湖水地方『ノースウッズ』をフィールドに、
野生動物や人間と自然のかかわりを追って撮影を続けている。国内外の雑誌、新聞、写真絵本などで作品を発表。
2018年「そして、ぼくは旅に出た。 はじまりの森ノースウッズ」（あすなろ書房）で第7回 梅棹忠夫・山と探検文学賞受賞。
2021 年、撮影 20 年の集大成となる初の写真集「ノースウッズ　生命を与える大地」で第 40 回 土門拳賞受賞。
こども家庭庁が、出版物と舞台芸術、映像・メディア等の 3部門から特に優れた作品を各 1点表彰する令和 6
年度 児童福祉文化賞の出版物部門に「もりはみている」が選ばれる。
写真家 星野道夫さんの足跡をたどる、NHK BS の特別番組「アラスカの光と風　―星野道夫×大竹英洋・時を
超える旅―」では、コーディネーターとして重要な役割を果たし、番組の案内役として出演もしている。

　絵　本　『ノースウッズの森で』『春をさがして』『もりはみている』『もりのどうぶつ』（以上 福音館書店）
　写真集　『THE NORTHWOODS　生命を与える大地』（株式会社クレヴィス）　《第 40 回土門拳賞受賞作品》
　旅エッセイ　『そして、ぼくは旅に出た。 はじまりの森ノースウッズ』（あすなろ書房 /文春文庫）
　翻訳絵本　『ひとりぼっちのオオカミ』（ＢＬ出版）

講師  大竹  英洋大竹  英洋
おおたけ　　 ひでひろ

脳神経科学者。日立製作所名誉フェロー。東京大学先端科学技術研究センターフェロー。
1971年東京大学教養学部基礎科学科卒業、同年日立製作所計測器事業部入社。
1976年東京大学に論文を提出し理学博士。
「心と脳の科学」という新たなtransdisciplinary分野を提起し、道を拓いた研究者として世界に知られ、偏光ゼ
ーマン原子吸光法の創出・実用化による環境計測をはじめに、f-MRIや光トポグラフィー他による脳機能計測技術
を通じて脳科学から「新人間学」「脳科学と教育」「進化教育学」など新しい学術分野の創成に寄与。
日本赤ちゃん学会創立副理事長、経済協力開発機構(OECD)「学習科学と脳研究」国際諮問委委員など、数多くの
要職を歴任。

　著書『アインシュタインの逆オメガ：脳の進化から教育を考える（Evolutionary Pedagogy）』（文藝春秋社）
　　　《パピルス賞受賞作品》、『脳は出会いで育つ』（青灯社）、『乳幼児のための脳科学』（かもがわ出版）、
　　　『映像で見る 子どもたちは未来 第1期 DVDブック』《監修》、
　　　『映像で見る 子どもたちは未来 第2期 DVDブック』《監修》（以上フリーダム）

こいずみ     ひであき

講師  小泉　英明小泉　英明

(※時間の都合上、本をお預かりし閉会後にサイン済みの本をお渡しいたします。）

会場案内会場案内 会場案内会場案内 

◆お客様へのご協力のお願い◆

■以下のいずれかに該当するお客様はご来場をお控えください

■以下の感染予防対策を実施します。 ご不便をおかけいたしますが、 ご理解ご協力をお願いします。

●37.5℃以上の発熱がある方は、ご入場をお断りさせていただきます。

●咳エチケットや、こまめな手洗い・手指の消毒をお願いします。

●混雑、密集を避ける為、入退場時に制限をかける場合がございますので、ご協力をお願い致します。

●体調不良であることが見受けられるお客様には、スタッフよりお声がけさせて頂きますことご了承下さい。

●会場等混雑が予想される場合は時間差による入場を行う場合があります。また、開場・休憩時間等を変更する場合がございます。

①37.5℃以上の発熱がある方、または発熱が続いている方

②ご自身の体調にご懸念・ご不安のある方

③過去 2週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国・地域への訪問歴及び当該在住者との濃厚接触がある方

○新型コロナウイルス感染症に関するガイドラインが廃止されたことをうけて、マスクの着用等感染症対策につきましては、個人の判断に委
　ねることといたします。

○感染症対策は個人の主体的な判断を尊重いたしますが、セミナー当日は多くの方が参加、来場いたします。周囲の方へのご配慮、お客様が
  自身の体調や生活環境に合わせて、個人の主体的な選択・判断を基本とさせていただきます。

い ま い


